
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遊佐町の健全な水循環を保全するための条例 

平成２５年７月１日施行（一部は平成２６年１月１日施行） 

 

目  的 （第１条） 

 健全な水循環の保全に関する施策を総合的に推進し、もって現在及び将来の町民

の健康で文化的な生活の確保に寄与すること。 

基本理念 （第２条） 

（１）地下水及び湧水を公共水と位置付け、町、事業者及び町民等は、健全な水循 
  環の保全に関する施策を連携・協働して推進しなければならない。 
（２）地下水脈の保全を図る施策は、予防原則に基づくものでなければならない。 

定  義 （第３条） 

（１）水循環 自然界において、降水が地表水として又は地中に浸透し地下水と

して流れて海に至り、その過程において大気中に蒸発して再び降水になる一

連の水の動きをいう。 
（２）健全な水循環 地下水の涵養や水の浄化など水循環の有する機能が十分に

発揮され、人間の社会生活の営みと水環境その他の自然環境の保全との適切

な均衡が確保されている状態をいう。 
（３）予防原則 健全な水循環に、長期にわたり極めて深刻な影響又は回復困難

な影響をもたらすおそれがある場合においては、科学的証拠が欠如している

ことをもって対策を遅らせる理由とはせず、その原因となる行為や将来の影

響について、科学的知見の充実に努めながら、必要に応じて予防的な対策を

講ずる原則をいう。 
 

責  務 （第４条～第６条） 

（１）町の責務 基本理念にのっとり、健全な水循環の保全を図る施策を総合的

かつ計画的に推進する責務を有する。 
（２）事業者の責務 基本理念にのっとり、健全な水循環の保全の重要性につい

て理解を深め、その事業活動を行うに当たっては、水資源の適正な利用に努

めるとともに、当該事業活動が健全な水循環の保全に影響をもたらすおそれ

があるときは、必要に応じて予防的な対策に自ら努め、町が実施する施策に

協力するよう努めるものとする。 
（３）町民等の責務 基本理念にのっとり、健全な水循環の保全の重要性につい

て理解を深め、町が実施する施策に協力するよう努めるものとする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

１ 水循環保全計画の策定 （第７条） 

２ 水源保護地域の指定（第８条） ３ 水源涵養保全地域の指定（第９条） 

５ 規制対象事業の禁止（第１１条） 

（ 水源保護地域 ）  
６ 吐出口の断面積が４㎠を超える井戸の設置の禁止（第１２条） 

４ 水源保護地域・水源涵養保全地域の指定手続き（第１０条） 

水源保護地域・水源涵養保全地域における事業規制 

 

１１ 規制対象事業であるか否かの認定（第１７条） 

１０ 規制対象事業の指定 
（１６条） 

９ 説明会の実施（第１５条） 

１３ 事前着手の禁止 
（第１８条） １４ 事業の中止及び原状回復命令 

（第１９条） 

事業着手 非該当 
該当 → ５ 

８ 協議対象事業の事前協議（第１４条） 

７ 協議対象事業の指定（第１３条） 

１２ 必要な指導（第１４条第４項） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１５ 井戸設置の届出（第２０条） 

水源保護地域 水源保護地域以外 

１６ 吐出口の断面積が 
   ４㎠以下の井戸 

１７ 吐出口の断面積が 
  １０㎠を超える井戸 

１８ 届出 

１９ 必要な指導 

２１ 井戸設置の着手 
 

２０ 審議会の意見 

２２ 所有者等の変更の届出（第２１条） 

２４ 地位の継承（第２２条）  

２３ 変更事項 
①吐出口の断面積 
②揚水能力  

 ２５ 事業監理協議会の設置（第２３条） 

 ２７ 地下水の良好な水質の確保（第２５条） 

 ２６ 事業終了後の土地の適正な管理（第２４条） 

 ２８ 遊佐町水循環遺産の指定（第２６条） 

 ２９ 水源保護地域及び水源涵養保全地域内の土地の買取り（第２７条） 

３０ 土地の管理 
（第２８条） 

 ３１ 遊佐町水循環保全審議会（第２９条～３３条） 

 ３２ 報告の徴収、立入調査（第３４条） 

 ３３ 勧告、命令（第３５条） 

 ３６ 委任（第３８条） 

３４ 公表等（第３６条） 

３５ 過料（第３７条） 


